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抵抗膜方式タッチパネル取り付けガイド 
 

2023/1/24 

Doc No. DET-0002A 

 

*タッチパネル取り付けの際には、本書に記載している構造例及び、注意点をご参考としてください。タッチパネル

サイズ、使用液晶、シャーシ設計、使用環境などの要因により、適切な構造は異なりますので、必ず設計完了後

の現品評価段階にて、検証・評価をしていただきますよう、お願いいたします。 

 

 

① 抵抗膜方式 タッチパネルの推奨取りつけ構造例 
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② 取り付け上の注意事項 

 

a. ベゼルの先端 (図 1、2 参照) 

フロントベゼルの先端は、入力エリア（Active Area）と絶縁エリア

（Insulation Area）の間（L1a）に 入る様に設計される事を推奨し

ます。入力エリア内に入るとベゼルが押された際に先端がタッチ

パネルを押し、誤入力の原因になります。  

 

入力禁止エリア(下記 d.参照)は構造上耐久性が弱くなっています。 

入力エリアと絶縁エリアの間（L1a）が 2.0mm 以上ある場合には、フロ

ントベゼルの先端寸法（L1b）は絶縁エリアの内側端面から 2.0mm 以

上の位置になるように設計することを推奨いたします。 

 

 

 

b. ベゼルとタッチパネル間の間隔 (図 1、3 参照) 

ベゼルに手を乗せたりした状態で、ベゼルのひずみなどがタッチ

パネルを誤入力しないように、ベゼル内側とタッチパネル上部電

極との間(L2）には 0.5mm 以上の隙間を設けるようにしてください。 

 

c.  入力エリアと絶縁エリア間 (図 1、3 参照) 

入力エリアと絶縁エリア間(L1a)は荷重をかけた場合、予期せぬ

入力を引き起こす可能性があります。この部分に直接触れない

ようにしてください。(図 3) 

 

 

d.  入力禁止エリアの扱い (図 1、 4 参照) 

絶縁エリア端面を基準に可視エリアよりに 2.0mm 以内のエリア

（入力禁止エリア）は、構造上耐久性が弱くなっています。上部

電極がフィルムの場合、特にペン入力時にこのエリアが押され

るとフィルムが伸び、破損の恐れがあるため直接触れないよう

にしてください。 

 

 

 

e.  緩衝材（クッション）の使用について (図 1、 5 参照) 

ベゼル内側とタッチパネル上部電極との間に緩衝材を設ける場

合は、ある程度の余裕を持たせて温度変化によるベゼルと上部

電極の伸縮差を吸収できるようにしてください。緩衝材が強く押

さえつけられていると伸縮を吸収しきれずタッチパネル上部電極

の歪み、たわみを引き起こす事があり、外観、機能両方に影響

を及ぼすことがあります。 

また、緩衝材は必ず絶縁エリア端面に対して、1.0mm 以上(L3)外

側へ取り付けてください。（右図および製品図面参照） 
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f.  公差について (図 6 参照) 

タッチパネルとテールの寸法には±0.2～0.3mm の公差が発生

するので、ケースとコネクターには必ず公差分の余裕を設けてく

ださい。 

 
 
 
 
g.  テール部の曲げについて (図 7 参照) 

ケースの圧力等により強く押さえつけられたり、根元がきつく折

り曲げられたりする等のストレスがかからない構造にしてくださ

い。絶縁不良、回路断線の危険性があります。 

 

 

 

 

 

h.  タッチパネルの装着 (図 8 参照) 

タッチパネルは、必ずディスプレイに接着するなどの下部から支

える構造にしてください。ベゼル内側とタッチパネル上部電極が

接着された構造だと、上部電極と下部電極の接着部にストレス

がかかり破損しやすくなります。 

 

 

 

 

i.  通気孔の扱い (図 9 参照) 

タッチパネルの中には内圧と外圧を均一にするため通気孔を設

けているものがあります。取り付け時にこの通気孔を塞がないよ

うにしてください。また、水分が通気孔の近くに貯まると内部へ浸

透する恐れがありますので、水分が貯まらないように注意してく

ださい。また、装置内部からの圧力でタッチパネル上部電極が

盛り上がるような状態は避けてください。 
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